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研究成果の概要（和文）：我々の研究は、肺高血圧症の患者さんに対してリハビリテーション（筋力増強運動や
歩行運動などの運動療法、体調管理に関する指導など）を行い、その効果と安全性について検討しました。合計
12名の方にご参加いただき、3ヶ月間の外来リハビリテーションを行った後に下肢の筋力、運動耐容能（全身持
久力）、身体活動（1日にどの程度活動しているか）、生活の質などが改善することがわかりました。また、心
エコーや採血でわかる所見から、運動を行っても疾患が増悪しないことがわかりました。

研究成果の概要（英文）：We examined the effectiveness and safety of pulmonary rehabilitation (i.e., 
exercise training, education) for patients with pulmonary hypertension. A total of 12 patients 
participated in the present study.After completion of the 3 months rehabilitation program, lower 
limb muscle strength, exercise tolerance, physical activity, and quality of life significantly 
improved compared with baseline. In addition, no severe adverse events were observed.

研究分野： リハビリテーション科学

キーワード： 肺高血圧症　呼吸リハビリテーション

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
肺高血圧症の患者さんに対してリハビリテーションを行い、一定の効果と安全性が確認できました。本研究の成
果により、肺高血圧症の患者さんの体力や息切れが改善し、社会参加が増え、生活の質が向上することが期待で
きます。すなわち、疾患とうまく付き合いながらより良い生活を送れる患者さんが増えることを期待していま
す。また、適切にリハビリテーションを受けられる患者さんが増加していくことで、健康増進・さらには医療経
済的な効果も期待できると考えています。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 

肺動脈性肺高血圧症（PAH）、慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）をはじめとする肺高血圧症

（PH）は、肺血管抵抗が上昇し、右心不全に至る希少性難治性疾患である。これまで、PH患者に

対する呼吸リハビリテーション（呼吸リハ）は、失神や心不全増悪、突然死などが危惧される事

から、積極的には推奨されてこなかった。しかし近年、欧州を中心に PH 患者に対する運動療法

の効果に関する報告が散見され、運動耐容能、健康関連 QOL などの改善効果が認められている。

当院における予備的研究でも、同様の短期効果が得られた 1, 2)。しかしその一方で、本邦におけ

る PH 患者に対する呼吸リハの報告は少なく、本邦におけるエビデンスの蓄積、本邦でも実施可

能な方法論の確立が急務である。 

 

２．研究の目的 

(1) 3 ヶ月以上治療を変更していない安定期 PH患者に対して外来呼吸リハを施行し、その効果・

安全性について明らかにすること 

(2) 外来呼吸リハの実施による、肺高血圧症治療薬への上乗せ効果（アドオンセラピーの有効

性）を明らかにすること 

(3) 肺高血圧症患者に対する呼吸リハの安全性とリスク管理方法、実施した事による長期予後

の変化を明確にすること。 

 

３．研究の方法 

(1) 対象 

2012 年から 2021 年までに当院リハビリテーション科外来で呼吸リハを受けた PH 患者 12 例

（表 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
表 1：患者背景 
 

(2) 呼吸リハビリテーションプログラム 

筋力増強運動、呼吸体操、歩行運動によって構成される在宅での自主トレーニング（Home-ex）

を主体とし、1回/週程度当科外来を受診してもらい、Home-ex の負荷量調整、ADL 指導、患者教

育などを実施した。 



(3) 評価項目と統計学的解析 

6 分間歩行距離（6MWD）、大腿四頭筋筋力（QF）、健康関連 QOL（St George`s Respiratory 

Questionnaire; SGRQ）、息切れ（Baseline dyspnea index; BDI、Transition dyspnea index; 

TDI）、ADL スコア、呼吸機能、身体活動量、心エコー（三尖弁圧較差; TRPG、推定収縮期肺動脈

圧; sPAP）、血液データ（BNP）などとし、3ヶ月間の呼吸リハ前後の変化について Wilcoxon 符

号付き順位和検定を用いて検討した。 

 

４．研究成果 

(1) 身体機能の改善効果について（表 2、図 1） 

全例が 3ヶ月の呼吸リハプログラムを完遂し、6MWD、QF、SGRQ の ACTIVITY の項目、身体活動

量、息切れで有意な改善を認めた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１：呼吸リハは前後のパラメーターの変化     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2：呼吸リハの効果 

(2) 安全性と有害事象について 

TRPG、esPAP、BNP は、呼吸リハ開始時と比較して、呼吸リハ終了時、呼吸リハ終了 1 年後の



双方で有意な変化を認めなかったことから、短期および長期の安全性が確認された（表 2、3）。

有害事象としては、運動療法実施中の血圧低下が 1 例（休憩にて改善が得られた）、呼吸リハ後

に TRPG 上昇（45.4 → 60.9mmHg）を生じた例が 1例存在したが、その他心不全など、呼吸リハ

に伴う有害事象を認めなかった。 

 

 

 

 

 

表 3：呼吸リハ前後・終了 1年後の肺血行動態の推移 

 

(3) まとめ 

安定期 PH 患者に対する外来呼吸リハにより、運動耐容能、健康関連 QOL、身体活動量、呼吸

困難などが改善した。また、心不全に準じたリスク管理、慎重な症例選択を行うことで、長期の

安全性も確認できた 3）。 

疾患特異的アプローチの考案として、酸素投与量を増加した時の循環動態への影響を明らか

にすることも本研究の目的の 1 つとしていたが、当院須田理香医師の報告 4）に沿って組織低酸

素を生じないよう酸素流量を調整することで、今のところ安全に呼吸リハが行えている。 

一方、改善の機序として循環パラメーター（運動中の心拍出量）の関与を明らかにすることに

ついては課題が残る。そのため、現在右心カテーテル検査中に心肺運動負荷試験を行うことで運

動時肺高血圧を評価し、その上で呼吸リハを行う研究を計画し、開始の準備を進めているところ

である。 

以上より、本研究は安定期 PH 患者に対する呼吸リハの効果・安全性を示すことができた。本

内容については、今後論文化して公表する予定である。 
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